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５

　

創
刊
50
号
を
迎
え
る
今
号
で
は
、
よ

り
親
し
ま
れ
る
議
会
広
報
を
目
指
し

て
、
編
集
委
員
が
市
民
の
皆
様
の
声
を

聴
き
編
集
に
生
か
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
記
念
企
画
と
し
て
議
会
広
報
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

編
集
委
員
が
歩
い
て・聴
い
た

市
民
 50
人
の
声

あなたは「こうしゅう市議会広報」を読んでいますか？
問１

・毎号読んでいる……………………………………………………………………… 13
・興味のある記事だけ読んでいる…………………………………………………… 11
・時々読んでいる……………………………………………………………………… 17
・あまり読まない…………………………………………………………………………9

【「毎号読んでいる」「興味のある記事だけ読んでいる」「時々読んでい
る」と回答した方】

【「あまり読まない」と回答した方】

問2

議会広報は未来に向けた市政の現
状を知ることができます

岡成禎さん（塩山上於曽）

まちの発展を期待しながら読んで
います

矢崎義男さん（勝沼町上岩崎）

市民の声が掲載されていて良いと
思います。大きい字を使った読み
やすい紙面づくりを望みます

河野さをりさん（塩山下塩後）

一般質問の内容や委員会の審議結
果がよく分かります。興味のある
記事を読んでいます

手塚益朗さん（大和町初鹿野）

市議会でどのようなことが審議さ
れているのか関心があります

山下秀樹さん（大和町日影）

若い世代にも身近なものになるよ
うな取り組みが必要だと思います

小林さとさん（塩山三日市場）

住みよいまちづくりを望んでいま
す。毎号読んでいます

三枝林さん（大和町木賊）

子育て支援や教育行政など関心が
ある記事を中心に読んでいます

若月梨乃さん（塩山熊野）

興味がある記事を読んでいます。
新人議員の活動報告を掲載しては
どうでしょうか

廣瀬周次さん（塩山上於曽）

これからも市議会広報を読んで議
会や議員さんの考えを知りたいと
思います

河野恵さん（大和町初鹿野）

住みよいまちづくりのために、議
員一人ひとりの考えを知りたいと
思います

廣瀬ふみ子さん（塩山上於曽）

あまり読みません。議員さんの活
動内容をまったく知らないので今
後は読みたいと思います

今澤仁美さん（塩山下粟生野）

０ 号
記 念 企 画

～ よ り 親 し ま れ る 議 会 広 報 を 目 指 し て ～

・市議会の活動や議員の考えに関心があるから…………………………………… 31
・市政に対する一般質問や委員会の審査内容に関心があるから………………… 22
・議案等の審議結果に関心があるから……………………………………………… 16
・学校教育や社会活動の一環として勉強したいから…………………………………8

・読む時間がないから……………………………………………………………………5
・市議会に関心がないから………………………………………………………………2
・内容が堅苦しいから……………………………………………………………………1
・活字が多く読む気にならないから……………………………………………………1

問１で回答した理由について、当てはまるものを選んでください
（複数回答可）
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市議会広報以外に市議会や議員の活動等の情
報をどこから得ていますか？

問3

・県内ニュースや地元新聞………………………… 27
・地元ケーブルテレビ……………………………… 24
・議員から直接聞いている………………………… 16
・会派や議員個人の報告会やお便り………………… 8
・市議会ホームページ………………………………… 3

市議会広報が市民の皆様により親しまれるために、ご意見やご提案がありました
ら、ご自由にお書きください

問5

若い人たちにも興味を持ってもらうた
め、中学生や高校生に記事を依頼してみ
てはいかがでしょうか

中村えり子さん（塩山上於曽）

議員さんが日頃から感じていることや議
員活動の中で知ったことなどをエッセイ
風に掲載してみては

山下恵美さん（勝沼町綿塚）

記事は分かりやすい語句を使い、写真や
図を多く掲載して読みやすい工夫をして
ほしいです

吉田てる美さん（塩山千野）

表紙の写真を市民から募集してみてはい
かがでしょうか

神宮司昭男さん（勝沼町菱山）

読みやすい広報紙だと思います。写真な
どを多めに掲載すると、さらに読みやす
くなると思います

渡邉真美さん（塩山下萩原）

市民にとってより分かりやすく、興味・
関心が持てる記事が増えるとよいと思い
ます

保坂真也さん（勝沼町勝沼）

市内に多くある歴史的な寺院などを市議
会広報で紹介して、観光振興につなげて
ほしいと思います

水上稔さん（塩山上於曽）

市議会広報を読むと、とても勉強になり
ます。これからも楽しみにしています

内田直子さん（勝沼町菱山）

市民の輪が感じられるよう、毎号リレー
形式で市民からの寄稿文を掲載してほし
いです

向山忍さん（塩山上於曽）

他市町村の広報紙を参考にして、議会活
動がより多くの市民に理解されるような
紙面づくりを研究してほしいです

堀口丈夫さん（塩山上於曽）

若
い
議
員
さ
ん
の
発
言
や
取
り
組
む
姿
勢
に
興
味
が

あ
り
ま
す

田
本
理
絵
さ
ん（
勝
沼
町
下
岩
崎
）

議
員
活
動
の
様
子
を
知
り
た
い
で
す
。
議
員
活
動
の

状
況
を
写
真
や
コ
ラ
ム
で
取
り
扱
っ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う

矢
澤
悟
史
さ
ん（
塩
山
下
於
曽
）

ど
の
内
容
に
も
大
変
興
味
が
あ
り
ま
す
。
市
民
と
の

対
話
を
通
し
て
幅
広
い
内
容
を
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

で
す

萱
原
春
美
さ
ん（
塩
山
上
於
曽
）

各
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
知

り
た
い
で
す

筒
井
保
文
さ
ん（
塩
山
上
於
曽
）

今
ま
で
自
分
に
関
心
が
あ
る
記
事
以
外
は
読
み
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
内
容
は
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め
て
あ
り

分
か
り
や
す
い
で
す

野
田
瑞
穂
さ
ん（
勝
沼
町
勝
沼
）

一
般
質
問
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
員
の
考
え
方

や
資
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

渡
邉
久
雄
さ
ん（
勝
沼
町
勝
沼
）

市
議
会
広
報
で
関
心
の
あ
る
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
（
複
数
回
答
可
）

・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
28

・
議
案
に
対
す
る
質
疑
や
討
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

・
議
案
等
の
審
議
結
果
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

・
市
民
が
参
加
す
る
企
画
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

・
委
員
会
の
審
査
内
容
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

問4ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
、率
直
な
ご
意
見
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
か
ら
、
多
く
の

方
に
読
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、

委
員
会
の
審
査
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
、
図

や
写
真
を
増
や
す
な
ど
の
改
善

が
必
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
今

後
の
編
集
に
生
か
し
、
よ
り
親

し
ま
れ
る
議
会
広
報
を
目
指
し

て
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（複数回答可）
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■
市
税

　

　

固
定
資
産
税
が
平
成
29

年
度
と
比
べ
て
増
額
さ
れ
て
い

る
が
、
太
陽
光
発
電
設
備
に
対

す
る
課
税
は
ど
の
く
ら
い
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

　

　

10
㌔
㍗
以
上
の
発
電
設

備
が
課
税
対
象
と
な
り
、
平
成

30
年
度
は
、
29
年
度
比
１
６
１

件
増
の
８
３
８
件
を
見
込
ん
で

い
る
。

■
地
方
交
付
税

　

　

地
方
交
付
税
が
、
平
成

29
年
度
比
約
１
億
円
減
額
さ
れ

て
い
る
理
由
を
問
う
。

　

　

普
通
交
付
税
の
段
階
的

縮
減
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

　

　

地
方
交
付
税
の
減
額
な

ど
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

予
算
編
成
に
お
い
て
苦
心
し
た

点
は
あ
る
の
か
。

　

　

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点

的
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
、
人

口
対
策
や
子
育
て
支
援
等
に
重

き
を
置
い
た
。
ま
た
、
市
税
の

増
加
に
見
合
わ
な
い
地
方
交
付

税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
た
た

め
、
各
課
に
最
大
５
㌫
の
予
算

削
減
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

予
算
の
不
足
分
を
基
金
で
ま
か

な
う
こ
と
と
し
た
。

　
■
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　

　

自
動
車
取
得
税
交
付
金

の
算
出
方
法
を
問
う
。

　

　

県
に
納
め
ら
れ
た
自
動

車
取
得
税
の
約
３
分
の
２
を
、

市
町
村
道
の
延
長
面
積
で
案
分

し
て
交
付
さ
れ
る
。

　
■
総
務
費

　

　

勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
管

理
運
営
事
業
に
８
１
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
内

容
を
問
う
。

　

　

勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
指
定

管
理
を
行
う
施
設
に
つ
い
て
、

運
営
状
況
や
資
産
状
況
を
分
析

し
、
施
設
の
廃
止
や
民
間
事
業

者
へ
の
譲
渡
な
ど
、
今
後
の
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
指
導
・

助
言
を
受
け
る
も
の
で
、
監
査

法
人
に
業
務
を
委
託
す
る
。

　

　

全
体
的
に
委
託
料
が
非

常
に
増
え
て
い
る
現
状
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　

　

市
で
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
率
先
し
て
進
め
て
い
る

た
め
、
委
託
料
が
増
え
て
い
る
。

　

　

情
報
化
推
進
費
が
、
平

成
29
年
度
比
約
１
億
３
０
０
０

万
円
増
額
さ
れ
て
い
る
理
由
を

問
う
。

　

　

平
成
29
年
度
は
現
在
の

情
報
シ
ス
テ
ム
を
再
リ
ー
ス
し

た
た
め
安
価
で
あ
っ
た
が
、
30

年
度
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
た
め
増
額
し
て
い
る
。

　
■
消
防
費

　

　

消
防
団
の
装
備
強
化
と

し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
し

い
活
動
服
を
支
給
し
て
い
る

が
、
30
年
度
で
全
団
員
に
行
き

渡
る
の
か
。

　

　

で
き
る
だ
け
早
く
全
団

員
に
新
し
い
活
動
服
を
支
給
し

た
い
が
、
あ
と
２
年
ほ
ど
か
か

る
と
考
え
て
い
る
。

予 算
１
６
４
億
７
８
０
０
万
円
の
予
算

ま
ち
づ
く
り
へ
の
予
算
編
成
を
問
う

　一般会計とは、福祉、
衛生、土木、教育など、市
の運営に関する基本的な
経費を計上している会計
で、市税や地方交付税を
主な歳入としています。

　

平
成
30
年
度
の
予
算
案
は
、
各
常
任
委
員
会
へ
所
管
事
項
ご
と
に

付
託
さ
れ
、
３
月
９
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
審
査
を
行
い
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
「
市
税
全
体
の
伸
び
悩

み
や
合
併
特
例
債
の
借
入
限
度
額
到
達
な
ど
、
厳
し
い
状
況
の
な
か

で
、
国
の
予
算
編
成
の
動
向
や
社
会
、
経
済
情
勢
の
推
移
等
に
留
意

し
た
予
算
編
成
」
（
施
政
方
針
の
抜
粋
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

地
方
交
付
税

　

29
年
度
比
約
１
億
円
減
額

平成30年度

一般会計の予算額は１６４億円余と
なった。厳しい財政状況の中でも住
民福祉を後退させてはいけない

一 般 会 計

特 集 1

歳 

入

歳 

出

※自社の仕事を経費削減等の目的で外部の業者に委託すること

※
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■
農
林
水
産
業
費

　

　

果
実
輸
出
促
進
事
業
の

進
ち
ょ
く
状
況
と
今
後
の
事
業

展
開
を
問
う
。

　

　

平
成
29
年
度
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
に
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ

ナ
に
よ
る
農
産
物
の
海
上
輸
出

を
３
回
行
っ
た
が
、
特
に
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
脱
粒
も
な

く
高
評
価
を
得
た
。
30
年
度
は

マ
レ
ー
シ
ア
に
加
え
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
タ
イ
の
商
談
会
に
も

参
加
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
店
頭

価
格
は
い
く
ら
な
の
か
。

　

　

現
地
の
高
級
ス
ー
パ
ー

で
は
、
１
房
あ
た
り
約
３
０
０

０
円
か
ら
４
０
０
０
円
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。
大
衆
店
で
は
約

３
０
０
０
円
が
相
場
で
あ
る
。

■
商
工
費

　

　

や
ま
と
天
目
山
温
泉
と

大
菩
薩
の
湯
に
お
け
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
の
内
容
を
問
う
。

　

　

経
年
劣
化
等
が
進
む
な

か
で
、
や
ま
と
天
目
山
温
泉
は

ボ
イ
ラ
ー
循
環
ポ
ン
プ
等
の
取

り
換
え
と
温
度
調
節
弁
の
改
修

を
行
う
。
ま
た
、
大
菩
薩
の
湯

は
ホ
ー
ル
空
調
設
備
の
改
修
を

行
う
。
な
お
、
予
算
額
は
２
つ

の
事
業
を
合
わ
せ
て
１
７
４
５

万
３
０
０
０
円
で
あ
る
。

■
土
木
費

　

　

建
築
物
耐
震
化
促
進
事

業
費
が
、
平
成
29
年
度
比
８
０

０
万
円
増
額
さ
れ
て
い
る
理
由

を
問
う
。

　

　

避
難
路
沿
道
の
建
築
物

の
耐
震
化
を
行
う
も
の
で
、
平

成
29
年
度
は
３
件
を
想
定
し
て

い
た
が
１
件
の
実
施
で
あ
っ
た

た
め
、
未
実
施
の
２
件
分
を
30

年
度
に
予
算
計
上
し
た
。

　

老
朽
化
が
進
む
プ
ー
ル

　

今
後
の
方
向
性
は

■
教
育
費

　

　

老
朽
化
が
進
む
小
学
校

の
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
今
後
の

方
向
性
を
問
う
。

　

　

学
校
教
育
や
防
災
の
観

点
か
ら
も
プ
ー
ル
は
必
要
な
施

設
だ
と
考
え
る
た
め
、
学
校
施

設
整
備
計
画
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
民
生
費

　

　

生
活
保
護
費
が
平
成
29

年
度
と
比
べ
て
増
額
さ
れ
て
い

る
理
由
を
問
う
。

　

　

Ｃ
型
肝
炎
や
が
ん
の
治

療
な
ど
、
生
活
保
護
受
給
者
の

医
療
費
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
で
あ
る
。

　

　

保
育
所
に
お
け
る
障
害

児
の
受
け
入
れ
状
況
を
問
う
。

　

　

市
全
体
で
10
人
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
と
し

て
は
１
人
に
つ
き
３
万
７
０
０

０
円
の
補
助
金
を
保
育
所
に
交

付
し
て
い
る
。

■
衛
生
費

　

　

清
掃
費
が
１
８
３
６
万

円
減
額
さ
れ
た
理
由
を
問
う
。

　

　

甲
府
・
峡
東
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
負
担
金

が
終
了
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

　

ご
み
処
理
業
務
委
託
料

の
減
額
理
由
は
、
ご
み
の
量
が

減
っ
た
た
め
か
。

　

　

ご
み
の
量
が
減
っ
た
た

め
で
は
な
く
、
余
裕
を
持
っ
て

予
算
計
上
し
て
い
た
も
の
を
実

情
に
近
づ
け
て
予
算
計
上
し
た

た
め
で
あ
る
。

果
実
の
輸
出
促
進
事
業

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
タ
イ
へ
進
出

※内部を一定温度に保つ設備をもつコンテナ。冷凍・冷蔵の必要がある食品や医薬品な
どの輸送に利用される

平成30年度 一般会計の予算額　164億7,800万円

歳 入
164億7，800万地方交付税

51億9,921万
3,000円
31.6%

市債
12億
2,000万円
7.4%

その他依存財源
7億7,996万4,000円 
4.7% 市税

40億2,741万
6,000円
24.4%

国庫支出金
15億9,258万
7,000円
　　　　9.7% 繰入金

11億
9,533万
4,000円
7.3%

寄附金
5億200万円 
3.1%

県支出金
10億4,029万
8,000円
6.3% 市民税や固定

資産税など市
民の皆さんが
納める税金

行政の格差をなくすため、
国から交付されたお金

国や銀行から
借りたお金

県からの
補助金など

使用料や
手数料など

特別会計
や基金か
ら持って
くるお金

自主財源
市で集めるお金

66億4,593万
8,000円
（40.3%）

依存財源
国・県・借入金に

頼るお金

98億3,206万
2,000円

（59.7%）

その他自主財源
9億2,118万
8,000円 
5.5%

歳 出
164億7，800万

土木費
16億8,477万
1,000円
10.2%

教育費
14億6,225万
7,000円
8.9%

消防費
7億5,443万
6,000円
4.6%

衛生費
14億
5,545万
9,000円
8.8%

公債費
22億9,865万
6,000円
13.9%

その他
4億6,441万
9,000円
2.8%

議会費
1億7,641万4,000円
1.1%

総務費
27億3,786万
4,000円
16.6%

民生費
48億737万
8,000円
29.2%

高齢者・障がい者福祉や子育て
支援などにかかるお金

窓口業務や庁舎管理
などにかかるお金

健康診断や予防接種、ごみ
処理などにかかったお金

道路や河川の
整備・維持に
かかるお金

給食や小・中学校、
体育施設の維持管理
などにかかるお金

労働費や
商工費など

市債として借りた
お金の返済など

農林水産業費
6億3,634万6,000円
3.9%

※
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■
介
護
保
険
事
業

　

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
が
平
成
29
年
度
比
約
３
０

０
０
万
円
減
額
さ
れ
、
そ
の
代

わ
り
に
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
が
増
額
さ
れ

て
い
る
理
由
を
問
う
。

　

　

平
成
30
年
度
に
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
が
総
合
事
業
に

完
全
移
行
と
な
る
こ
と
か
ら
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

う
ち
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に

係
る
部
分
が
、
総
合
事
業
に
係

る
予
算
に
移
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

　

平
成
29
年
度
予
算
と
内

容
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
予

算
は
あ
る
の
か
。

　

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
第

１
号
被
保
険
者
保
険
料
を
６
４

８
５
万
円
増
額
し
て
い
る
。
こ

れ
は
介
護
給
付
費
の
増
加
や
介

護
報
酬
の
増
額
改
定
に
伴
い
、

そ
の
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
介
護
保
険
料
の
引
き
上

げ
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
歳
出

に
つ
い
て
は
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
を
４
５
１
７
万

円
増
額
し
て
い
る
。
こ
れ
は
訪

問
介
護
、
通
所
介
護
お
よ
び
短

期
入
所
介
護
に
係
る
サ
ー
ビ
ス

の
給
付
費
で
、
利
用
者
を
平
成

29
年
度
比
３
・
６
㌫
増
の
１
２

７
７
人
を
見
込
ん
で
算
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
給
付
費
を
１
２
４
６

万
円
増
額
し
て
い
る
。
こ
れ
は

要
介
護
認
定
者
に
対
す
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
作
成
に
係
る
給
付
費

で
、
利
用
者
を
29
年
度
比
７
・

７
㌫
増
の
８
８
０
人
を
見
込
ん

で
算
定
し
て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　

　

疾
病
予
防
費
が
平
成
29

度
比
７
８
６
万
円
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
30
年
度
の
事
業
内
容

を
問
う
。

　

　

平
成
30
年
度
は
事
業
の

見
直
し
を
図
り
、
28
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
レ
セ
プ
ト
の

デ
ー
タ
構
築
業
務
の
う
ち
、
二

次
点
検
業
務
を
国
保
連
合
会
へ

委
託
す
る
た
め
、
そ
の
費
用
が

減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
■
診
療
所
事
業

　

　

医
師
賠
償
責
任
保
険
掛

金
に
つ
い
て
、
医
師
が
常
勤
に

な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
非
常
勤

で
あ
っ
た
平
成
29
年
度
と
同
額

の
予
算
額
で
あ
る
が
、
十
分
に

対
応
で
き
る
の
か
。

　

　

平
成
29
年
度
も
常
勤
医

の
確
保
を
見
込
ん
で
予
算
を
計

上
し
て
い
た
た
め
、
29
年
度
と

同
額
の
予
算
額
で
対
応
可
能
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
■
後
期
高
齢
者
医
療

　

　

現
在
、
保
険
料
の
限
度

額
は
57
万
円
だ
が
、
平
成
30
年

度
に
62
万
円
へ
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
を
考
慮
し
て
予
算
を
計
上

し
て
い
る
の
か
。

　

　

予
算
編
成
時
に
お
い

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
限
度
額
は
57
万
円
と
示

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
試
算
を
行
い
、
予
算
を
計
上

し
た
。
な
お
、
平
成
30
年
度
に

限
度
額
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
加

味
し
て
い
な
い
。

　
■
下
水
道
事
業

　

　

公
債
費
に
つ
い
て
、
い

つ
償
還
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の

か
。
ま
た
、
最
も
高
い
借
入
利

率
を
問
う
。

　

　

平
成
26
年
度
が
償
還
の

ピ
ー
ク
で
、
今
後
借
り
入
れ
を

行
わ
な
い
場
合
、
28
年
後
に
返

済
が
終
了
す
る
。
ま
た
、
最
も

高
い
借
入
利
率
は
５
・
５
㌫
で

あ
る
。

特
別
会
計

計

・
企
業
会

介
護
保
険
事
業

　

利
用
増
加
を
見
込
み
８
２
０
０
万
円
増
額

　特別会計とは、
特定の歳入を特定
の歳出に充てるた
め、一般会計と区
別して設けられる
会計です。企業会
計とは、市が運営
する企業（公営企
業）の会計です。

高齢化の進展に伴い、介護保険事業の予算額は年々増加し
ている

平成30年度
予 算

※1 介護予防・日常生活支援総合事業の略で、市町村が中心となり地域の実情に応じた
サービスを充実することで、効率的かつ効果的な支援等の実現を目指すもの

※2 病院が医療費の保険負担分の支払いを、公的機関に請求するための書類のこと

※1

※2

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

30

32

34

36

38
億円 介護保険事業特別会計の当初予算額
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※水道施設や設備の情報を地図と関連付け、コンピューターで情報を閲覧・管理できる

ようにする事業

　

■
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
事
業

　

　

工
事
請
負
費
に
４
４
２

４
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
内
容
を
問
う
。

　

　

主
な
も
の
と
し
て
、
宿

泊
棟
の
第
３
期
空
調
設
備
改
修

工
事
に
２
７
０
０
万
円
を
計
上

し
て
お
り
、
宿
泊
棟
の
10
室
と

ラ
ウ
ン
ジ
に
つ
い
て
改
修
を
行

う
。
な
お
、
平
成
30
年
度
を

も
っ
て
全
て
の
空
調
設
備
の
改

修
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

　

売
店
収
入
は
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に
大
き
く
助
け
ら

れ
て
い
る
の
か
。

　

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

は
売
店
収
入
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
件
数
が
よ
り
増
え
る
よ
う
、

担
当
課
と
共
に
返
礼
品
の
商
品

構
成
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

■
簡
易
水
道
事
業

　

　

上
下
小
田
原
地
域
に
お

け
る
簡
易
水
道
等
施
設
整
備
事

業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
問
う
。

　

　

平
成
29
年
度
末
の
進

ち
ょ
く
率
は
約
37
㌫
で
、
30
年

度
は
配
水
池
用
地
の
購
入
や
、

配
水
管
の
新
設
を
２
３
０
０
㍍

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

■
水
道
事
業

　

　

水
道
施
設
マ
ッ
ピ
ン
グ

設
置
事
業
は
順
調
に
進
行
し
て

い
る
の
か
。

　

　

現
在
の
進
ち
ょ
く
率
は

54
・
９
㌫
で
、
予
定
ど
お
り
事
業

が
進
ん
で
い
る
。
な
お
、
平
成
30

年
度
を
も
っ
て
事
業
が
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

　

人
口
減
少
や
施
設
の
老

朽
化
を
考
慮
し
、
将
来
的
に
水

道
料
金
を
引
き
上
げ
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

　

　

今
後
２
年
間
で
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
と
経
営
戦
略
を
策
定

し
、
事
業
計
画
の
全
体
的
な
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
が
、
そ
れ

ま
で
は
経
営
の
効
率
化
な
ど
に

よ
り
、
料
金
を
引
き
上
げ
な
い

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

■
勝
沼
病
院
事
業

　

　

収
入
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
負
担
金
２
１
５
５
万
円
の

内
容
を
問
う
。

　

　

事
務
所
費
や
減
価
償

却
費
な
ど
収
益
的
支
出
に
対
し

て
、
一
般
会
計
か
ら
１
６
０
３
万

円
を
繰
り
入
れ
る
。
ま
た
、
過

去
の
建
設
工
事
に
伴
う
元
金
償

還
金
に
対
し
て
、一
般
会
計
か
ら

５
５
２
万
円
を
繰
り
入
れ
る
。

■
萩
原
山
財
産
区

　

　

雑
入
が
１
５
０
万
円
と

い
う
大
き
な
金
額
に
な
っ
て
い

る
理
由
を
問
う
。

　

　

県
恩
賜
林
保
護
組
合
会

連
合
会
か
ら
各
種
団
体
に
交
付

さ
れ
る
助
成
金
で
、
補
助
金
等

と
使
用
目
的
が
異
な
る
た
め
、

雑
入
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

国民健康保険事業特別会計

　　歳入歳出・・・ 41 億 1,066 万 7 千円

診療所事業特別会計

　　歳入歳出・・・・・・ 7,381 万 1 千円

後期高齢者医療特別会計

　　歳入歳出・・・・ 4 億 2,729 万 7 千円

介護保険事業特別会計

　　歳入歳出・・・ 36 億 3,611 万 5 千円

居宅介護予防支援事業特別会計

　　歳入歳出・・・・・・・ 896 万 7 千円

訪問看護事業特別会計

　　歳入歳出・・・・・・・・ 52 万 2 千円

下水道事業特別会計

　　歳入歳出・・・ 14 億 2,492 万 3 千円

簡易水道事業特別会計

　　歳入歳出・・・・ 7 億 5,437 万 7 千円

大藤財産区特別会計

　　歳入歳出・・・・・・・ 447 万 5 千円

神金財産区特別会計

　　歳入歳出・・・・・・・ 594 万 8 千円

萩原山財産区特別会計

　　歳入歳出・・・・・・・・・ 1,708 万円

竹森入財産区特別会計

　　歳入歳出・・・・・・・・ 79 万 5 千円

岩崎山保護財産区管理会特別会計

　　歳入歳出・・・・・・・・ 54 万 2 千円

水道事業会計
　　事業収益・・・・ 4 億 8,105 万 7 千円
　　事業費用・・・・・・ 4 億 3,295 万円
勝沼ぶどうの丘事業会計
　　事業収益・・・ 10 億 9,378 万 5 千円
　　事業費用・・・ 10 億 7,386 万 7 千円
勝沼病院事業会計
　　事業収益・・・・・・ 2,073 万 1 千円
　　事業費用・・・・・・ 2,073 万 1 千円

特別会計・企業会計の予算額
平成30年度

空調整備改修が完了予定の勝沼ぶどうの丘宿泊棟

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
事
業

　

宿
泊
棟
の
空
調
設
備
改
修
が
完
了
予
定

※
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◆
高
校
生
等
医
療
費
助
成
金

支
給
条
例
の
制
定
は
、
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て

い
る
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
、
現
行
、「
中
学
３
年
生

ま
で
の
入
院
・
通
院
に
係
る
医

療
費
」
と
し
て
い
る
助
成
対
象

を
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
「
高

校
３
年
生
（
18
歳
）
ま
で
の
入

院
に
係
る
医
療
費
」
も
対
象
と

す
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も

の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

◆
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
制
定
は
、

お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

機
能
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
機
能
を
併
設
し
た
、
地
方
創

生
拠
点
施
設
「
甲
州
市
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
施
設
」
の
設
置
お
よ

び
管
理
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の

で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　　

◆
市
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

条
例
等
の
一
部
改
正
は
、
市
長

ほ
か
特
別
職
の
給
料
月
額
を
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
減
額
す

る
た
め
、
関
係
す
る
３
条
例
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
制
定
す
る
も
の

で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　　

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

は
、
業
務
量
が
増
加
す
る
と
と

も
に
そ
の
内
容
も
煩
雑
化
し
て

い
る
家
庭
相
談
員
の
報
酬
月
額

を
改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
制

定
す
る
も
の
で
、可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成

 30
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
料
を
増
額
改
定

　　

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
開
始

す
る
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
料
の

改
定
を
行
う
ほ
か
、
保
険
料
段

階
に
お
け
る
合
計
所
得
金
額
の

改
正
を
行
う
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
制

定
す
る
も
の
で
す
。
本
会
議
で

は
、「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
し

た
教
育
民
生
常
任
委
員
長
の
報

告
に
対
し
て
反
対
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

　

川
口
信
子　

国
の
法
改
正

等
に
よ
り
、
要
支
援
者
・
要
介

護
者
の
切
り
捨
て
や
利
用
者
負

担
の
増
加
な
ど
が
引
き
起
っ
て

い
る
な
か
、
保
険
料
の
値
上
げ

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
本
条
例
案
に
反
対
す
る
。

　
　

高
校
３
年
生（
18
歳
）ま
で
入
院
費
を
無
料
化

議
案
の
審
議
結
果

特 集

　

平
成
30
年
甲
州
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
23
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
条
例
案
、
平
成
30
年
度
各
会
計
予
算
案
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、

人
事
案
な
ど
58
件
の
事
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
決
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

3
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

審査の詳細は24㌻
からの常任委員会
レポートを参照

2

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
拡
充

各常任委員会を含め、２５日間の会期で開催された３月定例会

※1※2

※1 企業の本社や官公庁等の本庁舎から離れた所に設置されたオフィスのこと
※2 独立して働く個人が、机・椅子・インターネット設備などの実務環境を共有

しながら仕事を行う場所のこと
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◆
下
水
道
使
用
料
条
例
及
び

浄
化
槽
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
は
、
下
水
道
事
業

会
計
の
健
全
性
向
上
を
目
的
と

し
て
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定

を
行
う
と
と
も
に
、
下
水
道
使

用
料
と
同
じ
料
金
体
系
で
あ
る

大
和
地
域
の
浄
化
槽
使
用
料
の

改
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。
本
会
議
で
は
、
「
可

決
す
べ
き
も
の
」
と
し
た
建
設

経
済
常
任
委
員
長
の
報
告
に
対

し
て
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、

改
定
後
の
料
金
体
系
は
下
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

　

川
口
信
子　

市
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
、
各
自
治
体
が
責

任
を
持
っ
て
下
水
道
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
受
益
者
負
担
の
原
則
を
前

面
に
打
ち
出
し
、
使
用
料
の
引

き
上
げ
を
行
う
こ
と
は
市
の
責

任
転
嫁
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本

条
例
案
に
反
対
す
る
。　

　

◆
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
条
例
制
定
は
、
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
、

所
有
者
等
の
意
向
が
確
認
で
き

な
い
場
合
に
市
が
緊
急
安
全
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

も
の
の
ほ
か
、
市
の
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の

で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

◆
東
山
梨
環
境
衛
生
組
合
の

解
散
に
つ
い
て
は
、
甲
府
・

峡
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
に
伴
い
、
東
山
梨
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
に
関

す
る
事
務
を
廃
止
に
す
る
こ
と

か
ら
、
平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
東
山
梨
環
境
衛
生
組
合

を
解
散
す
る
た
め
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　　

第
二
次
総
合
計
画

　

基
本
構
想
を
可
決

　　

◆
第
二
次
甲
州
市
総
合
計
画

基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
を
も
っ
て
第
一
次
甲
州

市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
終

了
し
た
こ
と
を
受
け
、
新
た
に

30
年
度
か
ら
39
年
度
ま
で
の
10

年
間
に
わ
た
る
第
二
次
甲
州
市

総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
策
定

す
る
も
の
で
、
議
会
の
議
決
を

要
す
る
こ
と
か
ら
提
出
さ
れ
、

可
決
し
ま
し
た
。

平
成

 29
年
度
一
般
会
計

総
額
は
１
７
１
億
円
余
に

　

◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）
は
、
１
億

３
３
１
３
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
７
１
億

５
４
６
万
１
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。
主
な
歳
出
内
容
は
、
総

務
費
と
し
て
ふ
る
さ
と
支
援
基

金
積
立
金
等
に
１
億
２
９
６
０

万
１
０
０
０
円
、
農
林
水
産
業

費
と
し
て
県
営
担
い
手
支
援
型

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
費
等
に

８
３
６
６
万
７
０
０
０
円
追
加

し
、
議
会
費
は
議
員
報
酬
等
を

７
４
８
万
４
０
０
０
円
、
土
木

費
は
社
会
福
祉
整
備
総
合
交
付

金
事
業
等
を
７
１
８
６
万
９
０

０
０
円
減
額
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
入
内
容
は
、
市
税
に
４

８
０
０
万
円
、
寄
附
金
に
２
８

８
２
万
９
０
０
０
円
、
繰
越
金

に
２
億
１
９
７
７
万
９
０
０
０

円
追
加
し
、
繰
入
金
を
１
億
９

８
７
４
万
８
０
０
０
円
減
額
す

る
も
の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

下水道事業の健全な経営のためには、料金改定だけでなく事
業内容の精査も求められる（下水道管埋設工事の様子）

下
水
道
・
浄
化
槽
使
用
料

　
　
　

平
成
30
年
７
月
か
ら
引
き
上
げ
へ

※本会議においての議決結果等は10～11㌻を参照

・基本料金（２カ月分・消費税込）

汚水の種類 基本汚水量 改定前 改定後 改定額

一　般　用 20㎥まで 1,676円 1,960円 +284円

公衆浴場用 200㎥まで 5,580円 6,520円 +940円

・従量使用料（２カ月分・消費税込）

汚水の種類 基本汚水量 改定前 改定後 改定額

一　般　用
1㎥につき

（21㎥以上50㎥以下）
111円 130円 +19円

一　般　用
1㎥につき
（51㎥以上）

138円 162円 +24円

公衆浴場用
1㎥につき

（201㎥以上）
70円 83円 +13円

臨　時　用 1㎥につき 153円 179円 +26円

下水道・浄化槽使用料の改定内容
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◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
し
た
各
常
任
委
員
長
の
報
告

に
対
し
て
反
対
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
を
１
６
４
億

７
８
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

（
歳
入
歳
出
の
詳
細
は
５
㌻
の

円
グ
ラ
フ
を
参
照
）

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

　

川
口
信
子　

本
市
に
お
い
て

も
子
ど
も
の
貧
困
を
解
消
す
る

た
め
に
、
学
校
給
食
の
無
料
化

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
塩
寿
荘
閉
館
の
原
因
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
高
齢

者
福
祉
が
後
退
し
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら

本
予
算
案
に
反
対
す
る
。

　　

◆
平
成
30
年
度
の
各
特
別
会

計
・
企
業
会
計
予
算
（
全
16
会

計
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。（
各
会
計
の

歳
入
歳
出
総
額
お
よ
び
事
業
収

益
・
費
用
は
７
㌻
の
表
を
参
照
）

　

◆
萩
原
山
財
産
区
管
理
委
員

に
、
廣
瀬
宗
勝
氏
（
79
・
塩
山
上

塩
後
）
、
黒
川
武
雄
氏
（
59
・
塩

山
下
小
田
原
）
、
青
栁
好
文
氏

（
60
・
塩
山
上
粟
生
野
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

◆
岩
崎
山
保
護
財
産
区
管
理

委
員
に
、飯
島
孝
也
氏（
44
・
勝

沼
町
下
岩
崎
）
、
牧
野
德
幸
氏

（
71
・
勝
沼
町
上
岩
崎
）を
補
充
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　　

◆
人
権
擁
護
委
員
に
、
近
藤

睦
江
氏
（
63
・
勝
沼
町
小
佐

手
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　　

◆
教
育
委
員
会
教
育
長
に
、

保
坂
一
仁
氏
（
67
・
塩
山
赤

尾
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

討
論・採
決
に
よ
り
賛
成
多
数
で
可
決

議
案
の
審
議
結
果

議会トピックス

　

山
梨
県
広
報
協
会
の
主
催
に

よ
る
、
平
成
29
年
度
山
梨
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
「
議
会
広
報
紙

部
門
（
市
部
）
」
に
お
い
て
、

当
市
議
会
広
報
48
号
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
読
み
や
す
く
、
分
か

り
や
す
い
編
集
を
心
が
け
、
皆

さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
の

発
行
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

種
別

議案
番号

議員名　

　案件名

議
会
広
報

掲
載
ペ
ー
ジ

平
塚
　
　
悟

小
林
真
理
子

飯
島
　
孝
也

髙
野
　
浩
一

廣
瀬
　
一
郎

青
柳
　
好
文

飯
島
　
武
志

高
畑
　
一
幸

瀬
　
明
弘

黒
川
　
武
雄

岡
部
紀
久
雄

日
向
　
　
正

川
口
　
信
子

瀬
　
重
治

中
村
　
勝
彦

丸
山
　
国
一

夏
八
木
盛
男

廣
瀬
　
宗
勝

結
　
　
　
果

条
例
案

議案
第１号 甲州市シェアオフィス施設設置及び管理条例制定について P.8

議
長

議案
第２号 甲州市空家等対策の推進に関する条例制定について P.9
議案

第３号 甲州市高校生等医療費助成金支給条例制定について P.8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案
第４号

甲州市指定居宅介護事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居宅介護
支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例制定について

議案
第５号 甲州市長等の給与及び旅費条例等の一部を改正する条例制定について P.8

議案
第６号

甲州市下水道使用料条例及び甲州市浄化槽の整備に関する条例の一部
を改正する条例制定について P.9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

議案
第７号

甲州市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例制定について P.8

議案
第８号 甲州市職員給与条例の一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決議案
第９号 甲州市職員特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例制定について
議案

第10号 甲州市財政調整基金条例の一部を改正する条例制定について

（賛成＝○　反対＝●　退席＝△　欠席＝欠）　※夏八木盛男議長を除く

平成30年3月定例会 議案等議決結果一覧表

次ページにつづく
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議案
番号

議員名　

　案件名

議
会
広
報

掲
載
ペ
ー
ジ

平
塚
　
　
悟

小
林
真
理
子

飯
島
　
孝
也

髙
野
　
浩
一

廣
瀬
　
一
郎

青
柳
　
好
文

飯
島
　
武
志

高
畑
　
一
幸

瀬
　
明
弘

黒
川
　
武
雄

岡
部
紀
久
雄

日
向
　
　
正

川
口
　
信
子

瀬
　
重
治

中
村
　
勝
彦

丸
山
　
国
一

夏
八
木
盛
男

廣
瀬
　
宗
勝

結
　
　
　
果

条
例
案

議案
第11号 甲州市出産祝金支給条例の一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ 可決議案
第12号 甲州市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

議案
第13号 甲州市介護保険条例の一部を改正する条例制定について P.8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

議案
第14号 甲州市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について

議案
第15号 甲州市公園設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について

議案
第16号 甲州市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案
第17号

甲州市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等
に関する条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案
第18号

甲州市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について

議案
第19号

甲州市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について

議案
第20号

甲州市指定介護予防支援事業者の指定に関する事項並びに指定介護予
防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例制定について

予
算
案

議案
第21号 平成30年度甲州市一般会計予算 P.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

議案
第22号 平成30年度甲州市国民健康保険事業特別会計予算

議案
第23号 平成30年度甲州市診療所事業特別会計予算

議案
第24号 平成30年度甲州市後期高齢者医療特別会計予算

議案
第25号 平成30年度甲州市介護保険事業特別会計予算

議案
第26号 平成30年度甲州市居宅介護予防支援事業特別会計予算

議案
第27号 平成30年度甲州市訪問看護事業特別会計予算

議案
第28号 平成30年度甲州市下水道事業特別会計予算

議案
第29号 平成30年度甲州市簡易水道事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決議案
第30号 平成30年度甲州市大藤財産区特別会計予算

議案
第31号 平成30年度甲州市神金財産区特別会計予算

議案
第32号 平成30年度甲州市萩原山財産区特別会計予算

議案
第33号 平成30年度甲州市竹森入財産区特別会計予算

議案
第34号 平成30年度甲州市岩崎山保護財産区管理会特別会計予算

議案
第35号 平成30年度甲州市水道事業会計予算

議案
第36号 平成30年度甲州市勝沼ぶどうの丘事業会計予算

議案
第37号 平成30年度甲州市勝沼病院事業会計予算

補
正
予
算
案

議案
第38号 平成29年度甲州市一般会計補正予算（第7号） P.9

議案
第39号 平成29年度甲州市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）

議案
第40号 平成29年度甲州市診療所事業特別会計補正予算（第3号）

議案
第41号 平成29年度甲州市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

議案
第42号 平成29年度甲州市介護保険事業特別会計補正予算（第5号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決議案
第43号 平成29年度甲州市居宅介護予防支援事業特別会計補正予算（第2号）

議案
第44号 平成29年度甲州市下水道事業特別会計補正予算（第3号）

議案
第45号 平成29年度甲州市簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）

議案
第46号 平成29年度甲州市水道事業会計補正予算（第3号）

議案
第47号 平成29年度甲州市勝沼病院事業会計補正予算（第1号）

そ
の
他
の
案
件

議案
第48号 第2次甲州市総合計画基本構想について P.9

議案
第49号 甲州市過疎地域自立促進計画の変更について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決議案
第50号 東山梨環境衛生組合の解散について P.9

議案
第51号 東山梨環境衛生組合の解散に伴う財産処分について

人
事
案

議案
第52号 萩原山財産区管理委員の選任について P.10

議案
第53号 岩崎山保護財産区管理委員の補充選任について P.10

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意議案
第54号 人権擁護委員の推薦について P.10

議案
第55号 教育委員会教育長の任命について P.10

報　告 報告
第1号 第2次甲州市障害者総合計画変更の報告について － － － － － － － － － － － － － － － － － －

議　員
発議案

発議案
第1号 甲州市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決発議案
第2号 甲州市議会会議規則の一部を改正する規則制定について
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11人の議員が
市政を問う！

１ 廣瀬　一郎 議員 公明党 13ページ

２ 岡部紀久雄 議員 政和クラブ 14ページ

３ 川口　信子 議員 日本共産党 15ページ

４ 平塚　　悟 議員 創生会 16ページ

５ 小林真理子 議員 子どもにつなぐ未来の会 17ページ

６ 丸山　国一 議員 創生会 18ページ

７ 瀬　重治 議員 是々非々の会 19ページ

８ 瀬　明弘 議員 政和クラブ 20ページ

９ 髙野　浩一 議員 政和クラブ 21ページ

10 飯島　孝也 議員 創生会 22ページ

11 青柳　好文 議員 政和クラブ 23ページ

※一般質問の発言順序は抽選により決定しています。

　詳細な内容は、甲州市議会ホームページ上の会議録検索システムをご
覧いただくか、３月定例会会議録を市立図書館などでご覧ください。
　掲載・発行はいずれも６月上旬の予定です。

一
般
質
問

　

３
月
定
例
会
で
は
、
産
業
・
教
育
・
福
祉
・
防
災
・
環
境
・
基
盤
整

備
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
３
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

会議録検索
システム
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平
成
30
年
の
秋
か
ら
新

た
に
農
家
の
収
入
保
険
制
度
が

始
ま
る
。
本
市
で
は
、
こ
の
制

度
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
考
え
な
の
か
。

　

　

こ
の
制
度
は
、
現
行
の

農
業
共
済
制
度
と
重
複
し
て
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
補
償

内
容
も
異
な
っ
て
い
る
。
既
に

農
林
水
産
省
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
農

業
委
員
会
だ
よ
り
に
よ
っ
て
周

知
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
説
明
会
等
の

実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　　

　

本
市
に
お
け
る
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
設
置
状
況
を
問
う
。

　

　

１
月
末
現
在
、
２
３
４

５
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

　

本
市
に
お
け
る
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
修
繕
状
況
を
問
う
。

　

　

こ
の
３
年
間
の
修
繕
状

況
は
、
平
成
27
年
度
は
53
基
、

28
年
度
は
55
基
、
29
年
度
は
２

月
末
現
在
32
基
で
あ
る
。

　

　

市
民
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

に
不
具
合
を
見
つ
け
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
れ
ば
よ

い
の
か
。

　

　

安
全
確
認
の
た
め
に
、

市
の
専
門
交
通
指
導
員
等
が
巡

回
し
て
い
る
が
、
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
区
長
を

通
し
て
報
告
し
て
も
ら
い
た
い
。

　　

小
中
学
校
の
暖
房
に

　

エ
ア
コ
ン
の
活
用
を

　　

　

小
中
学
校
の
暖
房
は
石

油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
主
体
と

し
て
い
る
が
、
年
明
け
に
か
け

て
の
灯
油
代
高
騰
に
よ
り
、
予

算
が
厳
し
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
小
中
学
校
の
教

室
に
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ

ン
を
暖
房
に
活
用
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
か
。

　

　

灯
油
代
と
電
気
代
を
単

純
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
こ
の
冬
の
朝
は
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
、
そ
の

後
順
次
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る

と
い
う
運
用
に
努
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
も
料
金
を
抑
え

な
が
ら
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　　

　

市
営
住
宅
と
定
住
促
進

住
宅
の
防
災
設
備
を
問
う
。

　

　

住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
全
戸
に
設
置
済
み
で
あ

る
。
ま
た
、
火
災
時
の
非
常
ベ

ル
は
、
上
塩
後
住
宅
の
新
し
い

棟
に
お
い
て
各
階
段
の
踊
り
場

に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
住
宅
に
は
未
設
置
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
消
火
器
は
、
全

住
宅
に
お
い
て
各
階
段
の
踊
り

場
等
に
設
置
し
て
い
る
。

　

　

市
営
住
宅
に
入
居
中
の

低
所
得
者
に
対
し
て
、
家
具
転

倒
防
止
器
具
取
付
費
の
助
成
を

行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

現
在
、
そ
の
よ
う
な
助

成
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
本
市

は
東
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災

対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
今
後
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　

　

３
月
末
現
在
の
定
住
促

進
住
宅
の
入
居
状
況
を
問
う
。

　

　

赤
尾
住
宅
に
つ
い
て

は
、
入
居
が
47
戸
、
空
き
家
が

33
戸
で
あ
る
。
勝
沼
住
宅
に
つ

い
て
は
、
入
居
が
55
戸
、
空
き

家
が
25
戸
で
あ
る
。
松
里
住
宅

に
つ
い
て
は
、
入
居
が
32
戸
、

空
き
家
が
48
戸
で
あ
る
。

　

　

定
住
促
進
住
宅
に
入
居

中
の
ひ
と
り
親
世
帯
や
低
所
得

世
帯
に
対
し
、
家
賃
の
助
成
を

行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

定
住
促
進
住
宅
の
家
賃

は
民
間
の
賃
貸
住
宅
よ
り
安

く
、
助
成
を
行
う
と
民
間
の
経

営
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
た

め
、
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

廣瀬一郎議員
公明党

説
明
会
等
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く

農
家
の
収
入
保
険
制
度　

周
知
方
法
は

QA

一 般 質 問

小中学校の各教室に設置されているエアコ
ン。経費節減を図りながらも良好な学習環境
を維持してほしい

収入保険制度
（農水省HP）
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一 般 質 問

　

　

地
域
で
実
施
し
て
い
る

防
災
訓
練
の
内
容
を
問
う
。

　

　

毎
年
９
月
１
日
の
防
災

の
日
に
合
わ
せ
て
、
自
主
防
災

会
等
が
中
心
と
な
っ
て
避
難
所

へ
の
誘
導
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

　

避
難
所
で
の
生
活
を
想

定
し
た
訓
練
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

　

　

平
成
29
年
度
は
、
千
野

地
域
で
塩
山
北
公
民
館
を
避
難

所
と
想
定
し
た
、
避
難
所
開
設

の
図
上
訓
練
を
実
施
し
た
。
今

後
も
避
難
所
開
設
等
の
実
践
的

な
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

　

防
災
訓
練
の
実
施
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

　

　

避
難
所
で
の
役
割
分
担

を
定
め
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
や
、
避
難
所
開
設
訓
練
が

重
要
と
考
え
お
り
、
訓
練
の
必

要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め

に
も
広
報
等
を
活
用
し
て
周
知

し
て
い
き
た
い
。

　

　

買
い
物
弱
者
支
援
に
つ

い
て
、
市
内
移
動
販
売
業
者
の

営
業
状
況
を
問
う
。

　

　

複
数
の
事
業
者
が
山
間

地
を
中
心
に
移
動
販
売
を
実
施

し
て
い
る
。

　

　

近
隣
市
と
連
携
し
て
買

い
物
弱
者
支
援
を
行
う
考
え
は

あ
る
の
か
。

　

　

自
治
体
の
枠
を
越
え
て

移
動
販
売
を
実
施
し
て
い
る
事

例
も
あ
る
た
め
、
広
域
的
な
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
む

な
か
、
買
い
物
弱
者
対
策
を
ど

の
よ
う
に
講
じ
て
い
く
の
か
。

　

　

市
内
の
各
地
域
を
分
析

し
、
地
域
の
実
情
に
適
し
た
対

策
を
選
び
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

高
齢
の
免
許
返
納
者
へ

　

市
バ
ス
回
数
券
を
交
付

　

　

高
齢
者
の
運
転
免
許
自

主
返
納
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

現
在
の
対
応
を
問
う
。

　

　

平
成
29
年
10
月
か
ら
事

業
を
開
始
し
、
運
転
免
許
を
自

主
返
納
し
た
高
齢
者
に
対
し

て
、
市
が
運
行
す
る
路
線
バ
ス

ま
た
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
回
数

券
を
交
付
し
て
い
る
。

　

　

昭
和
町
で
デ
ー
タ
移
行

ミ
ス
に
よ
る
、
固
定
資
産
税
の

誤
課
税
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ

た
。
本
市
で
は
、
デ
ー
タ
移
行

ミ
ス
に
よ
る
誤
課
税
を
ど
の
よ

う
に
防
止
し
て
い
る
の
か
。

　

　

平
成
29
年
９
月
に
、
家

屋
だ
け
で
な
く
土
地
や
償
却
資

産
も
含
め
て
デ
ー
タ
移
行
内
容

を
検
証
し
、
誤
り
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
課
税
前
に

は
再
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　

　

市
民
課
や
税
務
課
な
ど

４
月
に
繁
忙
期
を
迎
え
る
部
署

の
人
事
異
動
を
、
４
月
１
日
か

ら
改
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

採
用
や
定
年
退
職
に

関
わ
る
た
め
、
人
事
異
動
は
全

職
員
を
対
象
に
行
う
必
要
が
あ

り
、
一
部
の
部
署
だ
け
改
め
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　　

　

納
税
通
知
書
の
送
付
用

封
筒
を
カ
ラ
ー
で
印
刷
す
る
こ

と
で
、
収
納
率
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

　

送
付
用
封
筒
の
カ
ラ
ー

印
刷
を
含
め
、
収
納
率
向
上
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　

　

小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

　

　

教
育
長　

保
護
者
や
地

域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
３
年
後
を
め
ど
に
中
学
校

の
統
合
を
行
っ
て
い
く
。

岡部紀久雄議員
政和クラブ

実
践
的
な
訓
練
実
施
に
向
け
て
支
援
を
行
う

避
難
所
生
活
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を

QA

地域防災力向上のためにも、実践的な防災訓練は必要である
（千野地域の避難所開設図上訓練の様子）

防災マニュアル
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甲
州
市
空
家
等
対
策
計

画
の
策
定
か
ら
１
年
が
経
過
し

た
が
、
空
き
家
の
現
状
を
問

う
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
具
体

策
を
講
じ
る
考
え
な
の
か
。

　

　

計
画
策
定
時
に
お
け
る

空
き
家
数
は
１
８
５
０
戸
程
度

だ
が
、
個
々
の
管
理
状
況
に
つ

い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

ま
ず
は
、
所
有
者
等
に
適
切
な

管
理
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

諮
問
機
関
等
を
設
置
し
、
具
体

策
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

　

空
き
店
舗
対
策
に
つ
い

て
、
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

　

空
き
店
舗
の
現
状
把
握

が
必
要
だ
と
考
え
、
現
在
、
塩

山
駅
周
辺
に
お
い
て
空
き
店
舗

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
し
な

が
ら
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

　

現
在
実
施
中
の
空
き
店

舗
調
査
の
内
容
を
問
う
。

　

　

今
回
の
調
査
は
、
従
来

の
調
査
か
ら
調
査
対
象
を
拡
大

し
、
閉
鎖
し
た
店
舗
や
居
住
に

用
い
ら
れ
て
い
る
店
舗
も
対
象

と
し
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、

所
有
者
の
確
認
に
加
え
、
貸
し

出
す
意
思
や
今
後
使
用
す
る
意

思
の
有
無
を
調
査
し
て
い
る
。

　

　

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

に
つ
い
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
制
度
の
活
用
状
況
を
問
う
。

　

　

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
は
市
外
か
ら
の
転
入
者
の

み
対
象
と
し
て
お
り
、
平
成
29

年
度
は
３
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

　　

保
育
所
の
入
所
率

　

公
私
間
で
大
き
な
開
き

　　

　

公
立
保
育
所
の
入
所
率

は
50
㌫
台
だ
が
、
私
立
保
育
園

の
入
所
率
は
１
０
０
㌫
に
迫
っ

て
い
る
。
こ
の
２
つ
に
大
き
な

開
き
が
あ
る
原
因
を
問
う
。

　

　

私
立
保
育
園
の
方
が
、

保
護
者
の
希
望
を
か
な
え
ら
れ

て
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

　

平
成
29
年
９
月
定
例
会

に
お
い
て
、
条
例
に
定
め
る
施

設
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
児

童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
「
基
準
に
見
合
う
よ

う
努
力
し
て
い
く
」
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。
基
準
に
見
合
う
た

め
の
努
力
と
は
何
を
指
し
、
そ

の
め
ど
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

　

　

２
０
２
０
年
度
を
目
標

に
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
く
個
別
計
画
を
策
定

し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
施
設
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　　

　

塩
寿
荘
の
閉
館
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
説
明

し
た
チ
ラ
シ
が
１
月
に
配
布
さ

れ
た
が
、
配
布
に
至
る
ま
で
の

経
過
を
問
う
。

　

　

平
成
29
年
12
月
の
議

員
全
員
協
議
会
で
一
連
の
経
過

を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
広
報
に

掲
載
し
て
周
知
す
べ
き
と
の
指

摘
を
受
け
た
が
、
１
月
号
へ
の

掲
載
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た

め
、
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
た
。

　

　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
全

市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
福

祉
施
設
を
、
塩
山
地
域
に
新
設

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

新
設
は
行
わ
ず
、
既
存

施
設
を
有
効
活
用
し
て
い
く
。

　　

　

今
定
例
会
の
施
政
方
針

説
明
で
、
勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
指

定
管
理
を
行
っ
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
、
市
長
は
「
民
間
事
業
者

へ
の
譲
渡
な
ど
も
視
野
に
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
民
間
事
業

者
に
は
、
勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
以
外

の
事
業
者
も
含
ま
れ
る
の
か
。

　

　

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
改
修
、
譲
渡
等
も
視
野
に

入
れ
、
平
成
30
年
度
中
に
結
論

が
出
せ
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
に
つ

い
て
は
広
く
公
募
し
て
い
く
。

現
状
を
把
握
し
て
対
策
を
講
じ
る

空
き
店
舗
対
策　

今
後
の
取
り
組
み
は

QA

空き店舗対策費補助金制度を活用して開業
した理容室の様子

川口信子議員
日本共産党

空き店舗対策費補助金制度
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甲
斐
大
和
駅
の
整
備
計

画
を
問
う
。

　

　

平
成
30
年
度
は
、
駅
前

の
新
初
鹿
野
橋
の
歩
道
部
に
、

雨
よ
け
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す

る
。
ま
た
、
駅
舎
内
外
の
ト
イ

レ
の
設
計
・
改
修
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

　

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
の
整

備
計
画
の
進
行
状
況
を
問
う
。

　

　

平
成
29
年
度
に
、
市
が

所
有
す
る
駅
舎
南
側
の
耐
震
診

断
を
実
施
し
、
施
設
の
安
全
性

が
確
認
で
き
た
。
今
後
は
、
観

光
案
内
所
機
能
等
を
残
す
な
か

で
、
そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
官

民
協
働
で
検
討
し
て
い
く
。

　

　

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
周
辺

の
景
観
を
生
か
し
、
ど
の
よ
う
に

駅
前
広
場
を
整
備
す
る
の
か
。

　

　

現
在
、
景
観
保
全
に
つ

い
て
地
域
住
民
と
意
見
交
換
を

実
施
し
て
お
り
、
景
観
に
配
慮

し
た
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

　

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い

て
、
今
後
の
計
画
を
問
う
。

　

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
施
設
な
ど
、
利
用
者
増

加
が
見
込
ま
れ
る
施
設
を
新
た

に
３
施
設
整
備
す
る
。
ま
た
、

医
療
機
関
と
介
護
支
援
専
門
員

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

な
お
、
４
月
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
運
営
が
始
ま
る
た
め
、

市
と
し
て
支
援
に
努
め
た
い
。

　

　

大
藤
診
療
所
と
勝
沼
病

院
の
運
営
方
針
を
問
う
。

　

　

大
藤
診
療
所
は
中
山
間

地
域
の
医
療
を
充
実
さ
せ
る
役

割
を
、
勝
沼
病
院
は
地
域
医
療

拠
点
と
し
て
、
在
宅
医
療
や
救
急

医
療
の
重
要
な
役
割
を
担
う
。

　

　

４
月
か
ら
国
民
健
康
保

険
制
度
が
変
更
と
な
る
が
、
保

険
事
業
に
影
響
が
あ
る
の
か
。

　

　

新
た
に
県
も
保
険
者
と

な
る
た
め
、
市
町
村
へ
の
指
導
や

助
言
の
強
化
が
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
遺
産
認
定
に
向
け

　

牛
久
市
と
共
同
申
請

　

　

日
本
遺
産
認
定
に
向
け

て
、
牛
久
市
と
共
同
で
申
請
を

出
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
問
う
。

　

　

「
日
本
ワ
イ
ン
の
歴
史

ロ
マ
ン
薫
る
風
景
」
と
い
う
名

称
で
、
両
市
の
ワ
イ
ン
に
関
す

る
文
化
財
を
巡
る
こ
と
で
、
日

本
ワ
イ
ン
発
展
の
歴
史
を
体
感

で
き
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

今
後
、
審
査
委
員
会
の
審
議
を

経
て
、
５
月
に
は
認
定
の
可
否

が
判
明
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

　

勝
沼
氏
館
跡
の
整
備
状

況
を
問
う
。

　

　

現
在
、
史
跡
指
定
面
積

の
39
・
２
㌫
、
約
２
万
１
７
４

５
平
方
㍍
を
公
有
化
し
、
そ
の

う
ち
、
約
１
万
３
２
８
４
平
方

㍍
の
整
備
が
完
了
し
た
。

　

　

勝
沼
氏
館
跡
の
今
後
の

整
備
計
画
を
問
う
。

　

　

保
存
管
理
活
用
計
画
に

沿
っ
て
整
備
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
29
年
度
は
東
屋
の
整

備
等
を
実
施
し
た
。
今
後
も
遺

構
内
の
再
整
備
と
と
も
に
、
発

掘
調
査
を
実
施
し
、
遺
構
の
全

容
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

　

武
田
の
聖
地
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
滞
在
型
事
業
を
企
画
し
、

武
田
の
聖
地
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

を
拡
大
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

現
在
、
武
田
勝
頼
公
ま

つ
り
や
武
田
の
聖
地
フ
ッ
ト
パ

ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
滞
在
型
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　　

　

田
辺
市
政
４
期
目
の
重

点
施
策
を
問
う
。

　

　

人
口
対
策
や
子
育
て
支

援
な
ど
、
重
要
な
課
題
に
的
確
に

対
応
す
る
事
業
を
推
進
す
る
。

駅
前
に
雨
よ
け
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る

甲
斐
大
和
駅
の
整
備
計
画
は

QA

甲斐大和駅前の新初鹿野橋には雨よけシェルターが設置される

牛久市と共同した
日本遺産申請（市HP）
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第
二
次
甲
州
市
商
工
業

振
興
計
画
の
方
向
性
を
問
う
。

　

  

平
成
30
年
度
か
ら
５
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
定
め
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
よ
り
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

　

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
具
体

策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

　

  

現
在
実
施
し
て
い
る
起

業
支
援
に
加
え
、
空
き
店
舗
バ

ン
ク
の
創
設
や
、※
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

　

　

平
成
18
年
に
は
空
き
店

舗
数
を
把
握
で
き
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
在
把
握
で
き

て
い
な
い
理
由
を
問
う
。

　

  

こ
の
数
年
間
、
正
式
な
空

き
店
舗
の
実
態
調
査
を
実
施
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

　

商
店
街
の
更
地
化
が
進

む
な
か
、
中
央
通
り
、
仲
町
通

り
、
本
町
通
り
の
各
商
店
街
に

は
昭
和
レ
ト
ロ
を
感
じ
さ
せ
る

景
観
が
残
っ
て
い
る
。
統
一
感
の

あ
る
街
並
み
を
後
世
に
残
す
た

め
に
は
、
早
急
な
対
応
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

  

古
き
良
き
街
並
み
を
残

す
た
め
に
も
、
中
心
市
街
地
に

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
地
域
住
民
等
と

話
し
合
う
場
を
設
け
、
今
後
の

方
向
性
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

　

新
規
事
業
者
に
対
す
る

補
助
制
度
が
あ
る
が
、
平
成
29

年
度
は
早
期
に
予
算
を
使
い

切
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
が
あ
る
制
度
な
の
で
、
予
算

の
増
額
措
置
を
し
て
も
ら
い
た

い
が
、
い
か
が
か
。

　

  
本
市
予
算
に
よ
る
補
助

制
度
の
ほ
か
に
、
県
や
商
工
会

に
よ
る
創
業
支
援
制
度
も
あ
る

た
め
、
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　　

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
運
醸

成
の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
が
参
加
し
て
い

る
も
の
は
あ
る
の
か
。

　

  

大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
の
投

票
や
「
都
市
鉱
山
か
ら
作
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
加
し
て
い
る
。　

　

　

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
問
う
。

　

  

全
国
か
ら
携
帯
電
話
等

の
小
型
家
電
を
集
め
、
そ
こ
か

ら
抽
出
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
金
属

で
メ
ダ
ル
を
作
る
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
本
市
で
は
、

市
内
５
カ
所
に
携
帯
電
話
専
用

の
回
収
箱
を
設
置
し
、
２
月
末

ま
で
に
22
台
を
回
収
し
た
。

　
積
雪
時
の
登
校
判
断

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か

　　

　

学
校
施
設
の
修
繕
と
改

修
の
予
定
を
問
う
。

　

  

修
繕
に
つ
い
て
は
、
専

門
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、
優

先
順
位
を
つ
け
て
実
施
し
て
い

る
。
改
修
に
つ
い
て
は
、
学
校

施
設
整
備
計
画
を
現
在
策
定
中

で
あ
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
実
施

し
て
い
く
。

　

　

学
校
か
ら
修
繕
の
要
望

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　

  

平
成
30
年
度
の
当
初
予

算
要
求
段
階
で
、
小
学
校
58
件
、

中
学
校
40
件
の
計
98
件
の
要
望

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
57
件
に
つ

い
て
予
算
を
計
上
で
き
た
。

　

　

２
月
の
積
雪
時
に
、
危

険
な
思
い
を
し
て
登
校
し
た
生

徒
が
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
積

雪
時
の
登
校
時
間
繰
り
下
げ
な

ど
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
用
意

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

  

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
用
意

は
な
く
、
各
学
校
の
判
断
で
対

応
し
て
い
る
。

地
域
住
民
と
方
向
性
を
協
議
し
て
い
く

商
店
街
の
街
並
み
を
残
す
た
め
の
対
応
を

QA

人通りが少ない中央通り商店街。街並みを残
すためにも、にぎわいを取り戻したい

※商品開発や事業開始のために、インターネット経由で不特定多数の人々から資金を募る仕
組みのこと

小林真理子議員
子どもにつなぐ未来の会
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第
二
次
甲
州
市
総
合
計

画
に
人
口
対
策
は
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

　

総
合
計
画
は
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
を
定
め
た
も
の
で
あ

り
、
人
口
対
策
も
含
め
、
全
て

の
行
政
活
動
を
推
進
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

　

こ
れ
ま
で
の
人
口
対
策

の
成
果
を
問
う
。

　

　

移
住
希
望
者
等
の
本
市

へ
の
注
目
度
は
上
が
っ
て
い
る
と

感
じ
る
が
、
明
確
な
成
果
は
出

て
い
な
い
た
め
、
今
後
も
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

　

通
称
「
増
田
レ
ポ
ー

ト
」
と
呼
ば
れ
る
、
人
口
減
少
に

よ
っ
て
消
滅
す
る
都
市
を
発
表

し
た
資
料
で
は
、
２
０
４
０
年

に
８
９
６
の
自
治
体
が
消
滅
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
示
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
消
滅
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
今
後
の
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

　

甲
州
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
、
２
０
４
０
年
に
人
口

規
模
２
万
７
０
０
０
人
の
維
持

を
目
標
と
し
て
定
め
て
お
り
、

若
者
の
転
出
抑
制
や
出
生
率
の

向
上
な
ど
、
全
庁
を
あ
げ
た
努

力
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

　

定
住
人
口
と
交
流
人
口

に
対
す
る
考
え
を
問
う
。

　

　

定
住
人
口
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
に
よ
る
転
出

抑
制
や
、
移
住
希
望
者
に
対
し

て
お
試
し
住
宅
等
を
活
用
し
な

が
ら
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。
交

流
人
口
に
つ
い
て
は
、
特
産
品

や
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
、
誘

客
に
努
め
て
い
る
。

　

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

者
や
、
た
ま
に
地
域
を
訪
れ
る

人
た
ち
を
指
す
「
関
係
人
口
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す

る
。
人
口
対
策
と
し
て
関
係
人

口
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

　

関
係
人
口
か
ら
移
住
に

つ
な
が
る
事
例
が
全
国
的
に
多

く
見
ら
れ
る
た
め
、
人
口
対
策

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

　

人
口
の
受
け
皿
づ
く
り

で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
塩
山
駅
南
口
広
場
の
整
備

計
画
を
問
う
。

　

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
広
場
内
の
レ
イ
ア
ウ

ト
変
更
や
駐
車
場
の
配
置
見
直

し
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　

　

峡
東
３
市
で
連
携
し
た

人
口
対
策
の
取
り
組
み
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

　

平
成
29
年
度
に
峡
東
地

域
創
生
連
携
会
議
を
設
立
し
、

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
移
住
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
、
就
農
希
望
者
を
対
象
と
し

た
移
住
相
談
会
や
移
住
希
望
者

向
け
の
魅
力
紹
介
ツ
ア
ー
の
実

施
を
計
画
し
て
い
る
。

　

　

人
口
対
策
と
し
て
、
小

規
模
校
教
育
の
成
果
を
発
信
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　

　

小
規
模
校
の
良
さ
や
特

色
が
あ
る
学
校
は
、
移
住
促
進

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
。

　
塩
山
高
校
存
続
の
た
め
に

中
高
一
貫
教
育
の
実
施
を

　　

　

塩
山
高
校
の
存
続
と
本

市
の
教
育
力
ア
ッ
プ
の
観
点
か

ら
、
塩
山
高
校
と
連
携
し
て
中

高
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

　

　

市
長　

本
市
唯
一
の
高

校
で
あ
る
塩
山
高
校
を
存
続
さ

せ
る
た
め
に
も
、
市
民
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
中

高
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
の
統
合
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

丸山国一議員
創生会

QA

人口減少対策として移住の促進が求められる
（東京都で開催された移住相談会の様子）

一 般 質 問

人口減少問題と地方の課題
（内閣府資料）

全
庁
を
あ
げ
た
努
力
が
必
要
で
あ
る

人
口
減
少
に
よ
る
本
市
の
消
滅
を
防
げ
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萩
原
山
財
産
区
に
つ
い

て
、
以
前
は
東
京
都
か
ら
毎
年

度
５
０
０
万
円
程
度
の
交
付
金

が
交
付
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成

26
年
度
を
も
っ
て
交
付
が
停
止

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
25
年
に
起

き
た
元
市
職
員
に
よ
る
公
金
着

服
事
件
が
き
っ
か
け
だ
と
考
え

る
が
、
交
付
が
停
止
さ
れ
た
明

確
な
理
由
と
経
緯
を
問
う
。

　

　

平
成
25
年
２
月
に
元
市

職
員
が
財
産
区
の
公
金
を
着
服

し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
こ
れ
を

契
機
に
東
京
都
と
交
付
金
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
た
。

東
京
都
か
ら
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
の
中
で
交
付
金
の
意
味
合

い
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
都
民

等
へ
の
説
明
責
任
が
果
た
せ
な

い
な
ど
を
理
由
に
、
26
年
度
の

交
付
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
い

う
結
論
が
出
さ
れ
、
交
付
金
廃

止
の
覚
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

　

　

交
付
金
の
意
味
合
い
が

失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
廃
止
の

理
由
で
は
な
く
、
公
金
着
服
事

件
の
発
生
や
、
そ
の
事
件
処
理

に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
た
こ
と

が
廃
止
の
理
由
だ
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　

　

あ
く
ま
で
事
件
の
発
生

は
協
議
の
契
機
と
な
っ
た
だ
け

で
あ
り
、
廃
止
の
理
由
は
東
京

都
が
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

　

萩
原
山
財
産
区
か
ら
財

産
区
内
の
地
域
に
対
し
て
交
付

金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
事

件
発
生
前
と
現
在
で
交
付
金
額

に
変
化
は
あ
る
の
か
。

　

　

以
前
は
、
東
京
都
か
ら

の
交
付
金
を
地
域
交
付
金
の
財

源
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
平

成
26
年
度
に
東
京
都
か
ら
の
交

付
金
が
廃
止
と
な
っ
た
た
め
、

27
年
度
か
ら
５
年
間
、
財
産
区

の
基
金
を
毎
年
５
０
０
万
円
取

り
崩
し
、
地
域
交
付
金
や
運
営

費
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
事
件
発
生
前
も
現

在
も
地
域
交
付
金
の
金
額
は
同

じ
で
あ
る
。

　

　

基
金
の
取
り
崩
し
に
つ

い
て
、
５
年
間
と
い
う
期
限
を

設
け
た
理
由
を
問
う
。

　

　

財
産
区
運
営
委
員
会
等

で
協
議
し
た
が
、
地
域
交
付
金

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

す
ぐ
に
は
結
論
を
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

　

基
金
の
取
り
崩
し
を
決

定
し
た
際
に
、
経
費
削
減
な
ど

財
政
運
営
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
協
議
さ
れ
た
の
か
。

　

　

そ
の
時
点
で
は
話
が
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
議
員
と
財
産
区
管
理
委
員

兼
職
は
や
め
る
べ
き
で
は

　　

　

市
議
会
議
員
と
財
産
区

管
理
委
員
の
兼
職
に
、
法
的
な

問
題
が
な
い
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
。
し
か
し
、
市
議
会
議
員

は
予
算
の
議
決
を
行
い
、
監
査

委
員
を
兼
職
す
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
財
産
区
管
理
委
員
と
の

兼
職
は
速
や
か
に
や
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
財
産
区
管
理
会

の
中
で
は
、
そ
の
よ
う
な
意
見

は
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

　

そ
の
点
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い

な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
財

産
区
管
理
委
員
の
兼
職
に
つ
い

て
は
、
財
産
区
管
理
会
等
で
十

分
に
議
論
し
て
決
め
て
い
く
べ

き
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

　

議
会
が
監
視
機
関
と
し

て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に

も
、
財
産
区
管
理
委
員
の
兼
職

は
速
や
か
に
や
め
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
執
行
機
関
の
長
と
し

て
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　

　

市
長　

財
産
区
管
理
会

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
財
産
区

の
中
で
決
め
る
べ
き
こ
と
で
あ

り
、
私
が
意
見
を
言
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

不
祥
事
を
契
機
に
廃
止
が
協
議
さ
れ
た

QA

萩原山の維持・管理などは財産区管理会の
会員が行っている

一 般 質 問

瀬重治議員
是々非々の会 　

　

  

都
か
ら
の
交
付
金
廃
止
の
経
緯
は

萩
原
山

財
産
区
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地
域
防
災
力
の
強
化
に

つ
い
て
、
市
内
自
主
防
災
組
織

の
結
成
状
況
を
問
う
。

　

　

現
在
、
94
地
区
に
自
主

防
災
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
中

で
90
人
の
長
期
在
任
リ
ー
ダ
ー

が
活
躍
し
て
い
る
。

　

　

本
市
と
近
隣
市
に
お
け

る
防
災
士
の
登
録
状
況
を
問
う
。

　

　

２
月
末
現
在
、
本
市
で

は
61
人
が
防
災
士
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
市
で
は

42
人
、
笛
吹
市
で
は
74
人
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　

　

防
災
士
を
増
や
す
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

　

県
と
共
催
で
「
甲
斐
の

国
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」
を
開
設
し
、
資
格
取
得

に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
１
人
５
万
円
を
限

度
と
し
て
、
資
格
取
得
費
用
の

助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

　

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に

他
の
自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
支
援
を
受
け
入
れ
、
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
受

援
計
画
の
策
定
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

　

県
で
は
平
成
29
年
３
月

に
受
援
計
画
を
策
定
し
た
が
、

県
内
市
町
村
で
は
ま
だ
策
定
さ

れ
て
い
な
い
。
応
援
職
員
の
執

務
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
、
支
援

物
資
の
集
積
拠
点
の
確
保
な
ど

検
討
す
べ
き
項
目
も
多
く
あ
る

た
め
、
県
か
ら
支
援
を
受
け
な

が
ら
早
期
策
定
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　　

　

第
二
次
甲
州
市
商
工
業

振
興
計
画
に
つ
い
て
、
具
体
的

施
策
の
進
行
管
理
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
の
か
。

　

　

計
画
で
は
50
の
具
体
的

施
策
を
掲
げ
て
お
り
、
個
別
に

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
進

行
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

　

　

小
規
模
事
業
者
に
特
化

し
た
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

　

　

平
成
31
年
度
中
に
、
小

規
模
事
業
者
支
援
を
目
的
と
し

た
条
例
が
制
定
で
き
る
よ
う
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
小
規
模
事
業
者
用
の
融
資

制
度
の
見
直
し
や
、
経
営
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
く
。

　　

　
「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
こ
う

し
ゅ
う
」
事
業
の
内
容
を
問
う
。

　

　

健
康
に
無
関
心
な
層

も
含
め
、
市
民
が
楽
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行

う
事
業
で
あ
る
。
内
容
と
し
て

は
、
運
動
、
食
、
健
診
の
３
コ
ー

ス
を
設
け
、
各
コ
ー
ス
に
参
加

し
て
獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　　

特
定
健
診
の
受
診
率

　

県
内
 13
市
で
ト
ッ
プ

　　

　

本
市
に
お
け
る
特
定
健

康
診
査
の
受
診
状
況
を
問
う
。

　

　

平
成
28
年
度
の
受
診
率

は
57
・
５
㌫
で
、
３
年
連
続

で
、
県
内
13
市
の
中
で
最
も
高

い
受
診
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
各
地
域
に
お
け
る
健
康
教

育
の
実
施
、
電
話
に
よ
る
個
別

受
診
勧
奨
な
ど
、
受
診
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
の
成
果
だ

と
考
え
て
い
る
。

　　

　

本
市
に
お
け
る
が
ん
検

診
の
受
診
状
況
を
問
う
。

　

　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
な
ど

の
５
大
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
、
い
ず
れ
も
国
が
定
め
る
目

標
値
に
達
し
て
い
な
い
。
今
後

は
、
検
診
の
対
象
年
齢
を
見
直

す
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
方

に
検
診
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ

う
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
等
で
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

瀬明弘議員
政和クラブ

QA

防災知識、災害時の対応知識の普及啓発に努めたい
（防災リーダーを対象とした防災研修会の様子）

一 般 質 問

※計画（plan）、実行（do）、評価（check）、改善（act）を順次行い、継続的に業務を改善
させること

日本防災士機構

早
期
策
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

大
規
模
災
害
時
の
受
援
計
画
策
定
を

※
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農
業
の
担
い
手
育
成
事

業
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
に
実

施
を
計
画
し
て
い
る
施
策
と
そ

の
周
知
方
法
を
問
う
。

　

　

国
や
県
に
よ
る
就
農
支

援
事
業
に
加
え
、
市
独
自
で
就

農
定
着
支
援
制
度
推
進
事
業
を

実
施
す
る
。
内
容
と
し
て
は
、

移
住
者
や
就
農
希
望
者
等
に
対

し
、
ア
グ
リ
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
農

業
技
術
研
修
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
担
い
手
農
家
へ

の
農
地
集
約
を
進
め
る
た
め
に
、

農
地
流
動
化
奨
励
補
助
事
業
に

も
取
り
組
む
。
な
お
、
こ
う
し
た

事
業
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
を
通
じ
て
周
知
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

　

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
概
要
と
本
市
に
お
け

る
取
り
組
み
を
問
う
。

　

　

女
性
農
業
者
が
培
っ
た

知
恵
を
企
業
の
技
術
と
結
び
つ

け
、
新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創

造
し
、
社
会
に
広
く
発
信
し
て

い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
現

在
、
本
市
に
は
女
性
に
特
化
し

た
農
業
関
連
施
策
は
な
い
が
、

Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
て
、
ま
ず
は

女
性
農
業
者
た
ち
の
集
い
の
場

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

　

本
市
に
お
け
る
農
福
連

携
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

　

本
市
に
は
農
業
に
取
り

組
む
福
祉
事
業
所
が
５
カ
所
あ

り
、
そ
の
う
ち
３
カ
所
で
農
福

関
連
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

今
後
は
情
報
収
集
や
ニ
ー
ズ
の

把
握
な
ど
、
農
家
と
福
祉
関
係

者
の
間
に
立
っ
て
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

　

世
界
農
業
遺
産
の
認
定

に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
問
う
。

　

　

現
在
、
学
術
機
関
に
調

査
を
依
頼
し
、
科
学
的
な
デ
ー

タ
も
交
え
な
が
ら
申
請
書
の
作

成
を
進
め
て
い
る
。

　

　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
場
合
、
農
業
活
動
に
制

限
が
発
生
す
る
の
か
。

　

　

農
業
活
動
に
制
限
は
発

生
し
な
い
が
、
５
年
間
の
行
動
計

画
を
定
め
る
た
め
、
認
定
さ
れ
た

地
域
は
そ
の
計
画
に
従
っ
て
行

動
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　　

上
条
・
玉
宮
地
域
で

　

農
泊
事
業
を
推
進

　　

　

国
で
は
２
０
２
０
年
ま

で
に
、
全
国
５
０
０
カ
所
に
農
泊

を
整
備
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
計

画
で
農
泊
事
業
を
進
め
て
い
く

の
か
。

　

　

本
市
で
は
、
上
条
集
落

に
農
泊
施
設
を
整
備
す
る
。
ま

た
、
農
泊
関
連
事
業
と
し
て
、
玉

宮
地
域
に
９
８
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ｓ
と
い

う
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
整
備
す
る
。

ま
ず
は
こ
の
２
つ
の
事
業
を
着

実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

　

９
８
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ｓ
整
備

に
至
っ
た
経
緯
と
整
備
の
現
状

を
問
う
。

　

　

９
８
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ｓ
は
都

市
と
農
村
を
つ
な
ぐ
交
流
型
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
目
指
し
て
お
り
、

国
の
農
泊
推
進
対
策
の
趣
旨
と

合
致
し
た
た
め
交
付
金
を
申
請

し
た
と
こ
ろ
、
事
業
が
採
択
さ

れ
た
。
平
成
29
年
度
は
ワ
イ
ン

醸
造
所
の
整
備
を
実
施
し
て
お

り
、
30
年
度
は
交
流
・
体
験
施

設
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　

　

ワ
イ
ン
原
料
で
あ
る
ぶ

ど
う
の
確
保
を
目
的
に
、
メ
ル

シ
ャ
ン
株
式
会
社
が
上
小
田
原

地
域
に
農
地
造
成
工
事
を
実
施

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
ち
ょ
く
状

況
を
問
う
。

　

　

昨
年
は
白
ぶ
ど
う
品
種

を
１
０
０
本
植
樹
し
、
こ
と
し
は

黒
ぶ
ど
う
品
種
を
中
心
に
植
樹

を
進
め
る
。
な
お
、
初
収
穫
は
４

年
後
を
見
込
ん
で
い
る
。

就
農
支
援
と
農
地
集
約
に
取
り
組
む

農
業
の
担
い
手
育
成　

30
年
度
の
計
画
は

QA

上条集落にある納屋が農泊施設として整備
される

一 般 質 問

髙野浩一議員
政和クラブ

就農定着支援制度推進事業
（市HP）
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勝
沼
が
日
本
ワ
イ
ン
発

祥
の
地
で
あ
る
正
当
性
を
問
う
。

　

　

明
治
10
年
に
大
日
本
山

梨
葡
萄
酒
会
社
が
誕
生
し
て
以

来
、
い
っ
と
き
も
途
絶
え
ず
に

ワ
イ
ン
を
醸
造
し
て
き
た
歴
史

を
有
す
る
こ
と
。
ま
た
、
現
代

に
通
じ
る
醸
造
方
法
を
確
立

し
、
醸
造
技
術
の
発
信
地
と
し

て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
得
た
こ

と
。
以
上
の
こ
と
に
裏
付
け
ら

れ
、
発
祥
地
で
あ
る
正
当
性
を

主
張
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

　

地
場
産
業
に
関
わ
る
研

究
機
関
や
企
業
の
誘
致
を
進
め

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

ワ
イ
ン
科
学
コ
ー
ス
を

有
す
る
山
梨
大
学
を
は
じ
め
、

首
都
圏
の
大
学
や
企
業
な
ど
広

く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　　

　

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
つ

い
て
、
財
源
の
自
立
を
促
す
た
め

に
も
、
実
行
委
員
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

現
在
、
実
行
委
員
会
が

市
か
ら
予
算
措
置
を
受
け
て
イ

ベ
ン
ト
を
運
営
し
て
い
る
た

め
、
実
行
委
員
会
で
十
分
な
審

議
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　　

　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
業
務
の
現
状
を
問
う
。

　

　

回
収
業
務
に
必
要
と
さ

れ
る
、
車
両
数
や
従
業
員
数
を

有
し
て
い
る
事
業
所
が
市
内
に

な
い
た
め
、
山
梨
・
甲
州
環
境

共
同
組
合
に
委
託
し
て
い
る
。

　

　

甲
州
ア
ル
プ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
、
本
市
の
山
岳
資
源

の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
。

　

　

都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
や
、
豊
富
な
登
山
ル
ー

ト
を
有
す
る
貴
重
な
観
光
資
源

だ
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

　

災
害
用
備
品
の
不
備
を

調
査
し
て
い
る
の
か
。

　

　

自
主
防
災
会
等
の
備
品

に
つ
い
て
、
消
火
器
の
補
充
や

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
の
修
繕
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　　

郵
便
局
を
活
用
し

　

住
民
の
利
便
性
向
上
を

　　

　

住
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
市
内
に
点
在
し
て
い
る

郵
便
局
を
活
用
し
て
市
役
所
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。　
　
　

　

　

郵
便
局
と
委
託
契
約
を

締
結
し
て
い
る
自
治
体
も
見
ら

れ
る
た
め
、
ま
ず
は
先
進
事
例

の
調
査
を
行
い
、
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
運
用
費
用
な
ど
総

合
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　　

　

市
営
施
設
の
評
価
制
度

は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

　

指
定
管
理
施
設
に
つ
い

て
は
、
毎
年
度
、
実
績
報
告
書

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
次
年

度
以
降
の
運
営
方
針
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
所
管
課
に
お
い

て
も
、
運
営
状
況
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
一

定
の
評
価
制
度
が
確
立
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
自
己
評

価
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

　

指
定
管
理
者
が
厳
し
い

評
価
を
受
け
た
場
合
、
指
定
期

間
中
で
あ
っ
て
も
契
約
の
打
ち

切
り
は
あ
り
え
る
の
か
。

　

　

ま
ず
は
改
善
を
求
め
る

が
、
改
善
に
至
ら
な
い
場
合
は

打
ち
切
り
も
あ
り
え
る
。

　　

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
移
譲

し
、
地
域
自
治
を
地
域
住
民
に

任
せ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

現
状
で
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

飯島孝也議員
創生会

QA

先人たちの情熱と挑戦の歴史が現代の日本ワインづくりにつな
がっている

一 般 質 問

※1

※2

醸
造
の
歴
史
と
技
術
に
裏
付
け
ら
れ
る

勝
沼
が
日
本
ワ
イ
ン
発
祥
地
で
あ
る
正
当
性
は

※1 大菩薩嶺から小金沢連嶺に連なる山々のこと。本市出身の登山家、天野和明氏が名付け親
※2 20㌻の欄外を参照
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大
藤
保
育
所
と
神
金
保

育
所
に
つ
い
て
、
両
施
設
の
今

後
の
あ
り
方
を
問
う
。　
　
　

　

　

両
施
設
と
も
現
在
休
園

中
だ
が
、
毎
月
、
市
職
員
が
施

設
の
状
態
確
認
や
除
草
を
実
施

し
て
い
る
。
両
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

０
年
度
ま
で
に
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
く
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に

沿
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

　　

　

橋
り
ょ
う
の
点
検
や
耐

震
化
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
問
う
。

　

　

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
４
月
の
道
路
法

施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
５

年
に
１
度
の
点
検
が
義
務
付
け

ら
れ
た
た
め
、
本
市
で
も
26
年

度
か
ら
市
道
橋
の
点
検
を
開
始

し
た
。
29
年
度
末
ま
で
に
２
２

８
橋
の
点
検
が
完
了
し
、
30
年

度
を
も
っ
て
全
て
の
橋
り
ょ
う

の
点
検
が
完
了
す
る
。
ま
た
、

本
市
に
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
跨
線

橋
が
９
橋
、
中
央
自
動
車
道
の

跨
道
橋
が
４
橋
あ
り
、
29
年
度

に
跨
線
橋
１
橋
に
つ
い
て
耐
震

工
事
を
実
施
し
た
。
今
後
は
、

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
基
に
、
点
検
結
果
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
計
画
的
に
耐
震
化
や

修
繕
を
実
施
し
て
い
く
。

　

　

農
道
の
ト
ン
ネ
ル
の
点

検
お
よ
び
管
理
状
況
を
問
う
。

　

　

３
本
の
ト
ン
ネ
ル
を
所

有
し
て
い
る
が
、
平
成
25
年
度

に
点
検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

全
て
か
ら
安
全
性
が
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
管
理
に
つ
い
て
は
、

日
々
の
目
視
点
検
や
照
明
器
具

の
交
換
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

　

市
道
や
水
路
の
修
繕
状

況
を
問
う
。

　

　

地
域
か
ら
の
要
望
に

よ
っ
て
修
繕
が
必
要
な
箇
所
を

把
握
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度

は
、
市
道
に
つ
い
て
22
件
の
要

望
が
あ
り
、
過
年
度
の
要
望
も

含
め
て
26
件
の
修
繕
を
実
施
で

き
た
。
ま
た
、
水
路
に
つ
い
て

46
件
の
要
望
が
あ
り
、
過
年
度

の
要
望
も
含
め
て
43
件
の
修
繕

を
実
施
で
き
た
。
な
お
、
修
繕

に
つ
い
て
は
、
地
域
間
で
偏
り

が
生
じ
な
い
よ
う
調
整
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　　

市
内
の
各
地
で

　

農
業
基
盤
整
備
が
進
む

　　

　

農
業
基
盤
整
備
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
問
う
。

　

　

平
成
29
年
度
末
の
進

ち
ょ
く
率
は
、
県
営
畑
地
帯
総

合
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
山
地

域
が
84
・
９
㌫
、
菱
山
地
域
が

24
・
８
㌫
、
日
川
右
岸
地
域
が

92
・
１
㌫
で
あ
る
。
ま
た
、
一

般
農
道
整
備
事
業
つ
い
て
、
千

野
地
域
が
17
・
９
㌫
で
あ
る
。

な
お
、
た
め
池
等
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
西
野
原
地
域
が
完

了
予
定
で
あ
り
、
30
年
度
は
牛

奥
地
域
の
事
業
着
手
を
計
画
し

て
い
る
。

　

　

農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
問
う
。

　

　

平
成
29
年
度
に
事
業
申

請
が
国
で
採
択
さ
れ
、
大
藤
地

域
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
現

在
は
計
画
測
量
を
実
施
し
て
お

り
、
31
年
度
か
ら
工
事
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
。

　　

　

有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

　

　

猟
友
会
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
若
者
が
狩
猟

に
関
心
を
持
つ
よ
う
な
施
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

大
藤
地
域
で
は
「
お
と
り
わ

な
」
を
用
い
て
カ
ラ
ス
を
捕
獲

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
先
進

的
な
取
り
組
み
を
周
知
し
、
鳥

獣
害
対
策
の
参
考
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

30
年
度
で
全
て
の
点
検
が
完
了
す
る

橋
り
ょ
う
の
点
検
状
況
は

QA

点検結果を基に計画的に耐震化や修繕措置
を講じてもらいたい

一 般 質 問

青柳好文議員
政和クラブ

橋りょう長寿命化修繕計画
（市HP）

※小規模農地を対象に、農地の改良および担い手への集積・集約を図る国の事業

※
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総
務
常
任
委
員
会
を
３
月
14

日
、
15
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
を
要
約
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。

　

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　

　

平
成
29
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
は
、
ど
の
く
ら

い
に
な
る
見
込
み
な
の
か
。

　

　

平
成
28
年
度
は
６
億
４

６
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、
29
年

度
は
５
億
６
０
０
０
万
円
程
度

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

■
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
制
定

　

　

施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

　

当
分
の
間
は
、
勝
沼
支

所
の
職
員
が
受
付
業
務
な
ど
を

行
う
が
、
利
用
時
間
の
延
長
な

ど
利
用
者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

時
に
は
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

　

使
用
料
を
県
内
他
市
よ

り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
。

　

　

利
用
者
の
収
入
を
考
慮

し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
安
価
に
設
定
し
た
。

　

■
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

　

本
市
で
は
、※

特
定
空
家

に
な
り
う
る
空
き
家
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　

　

把
握
は
し
て
い
な
い
が
、

住
民
等
か
ら
情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
関
係
課
が
現
状

の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　　

■
市
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

条
例
等
の
一
部
改
正

　

　

年
間
の
減
額
措
置
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
。

　

　

年
間
で
市
長
は
約
48
万

円
、
副
市
長
は
約
22
万
円
、
給

与
が
減
額
さ
れ
る
。

　　

■
第
二
次
甲
州
市
総
合
計
画

基
本
構
想

　

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

こ
の
構
想
を
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

　

　

厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、

市
政
発
展
の
た
め
に
財
政
と
政

策
部
門
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
を
３

月
９
日
、12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
を
要
約
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。

　

■
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
一

部
改
正

　

　

受
給
資
格
に
「
本
市
に

定
住
す
る
意
思
を
有
す
る
者
」

が
追
加
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う

に
意
思
確
認
を
行
う
の
か
。

　

　

文
書
で
説
明
を
行
い
、

趣
旨
を
理
解
し
た
上
で
申
請
し

て
も
ら
う
た
め
、
意
思
確
認
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

■
高
校
生
等
医
療
費
助
成
金

支
給
条
例
制
定

　

　

対
象
者
の
要
件
を
問
う
。

　

　

15
歳
に
達
す
る
日
の
翌

日
以
降
最
初
の
４
月
１
日
か

ら
、
満
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
で
、
高
校
生
に
限
ら

ず
、
保
護
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
者
も
対
象
と
な
る
。

　

　

中
学
生
ま
で
の
医
療
費

窓
口
無
償
化
と
は
異
な
る
も
の

な
の
か
。

　

　

一
度
窓
口
で
医
療
費
を

支
払
い
、
申
請
を
行
っ
た
後
に

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

　
　
　
　

29
年
度
は
８
０
０
０
万
円
の
減
額
見
込
み

出
産
祝
金
支
給
条
例

　
　
　
　

受
給
資
格
に
定
住
意
思
を
追
加

ふるさと納税は返礼品の商品構成見直しな
どにより増加に努めたい

※各常任委員会の◎は委員長、○は副委員長を表す
※そのまま放置すれば倒壊や衛生上有害となるおそれのある

空き家のこと

総
務
常
任
委
員
会

◎
黒
川
武
雄　

○
平
塚　

悟

　

廣
瀬
宗
勝　
　

夏
八
木
盛
男

　

川
口
信
子　
　

髙
野
浩
一

総 務教育民生
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助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
と
い

う
償
還
払
い
で
あ
る
。

　

　

中
学
３
年
生
の
３
月
か

ら
翌
月
に
ま
た
ぐ
入
院
の
場

合
、
医
療
費
の
請
求
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

　

　

医
療
費
は
月
ご
と
の
精

算
で
あ
る
た
め
、
中
学
生
の
期

間
は
窓
口
無
償
化
と
な
る
が
、

４
月
以
降
は
一
度
窓
口
で
医
療

費
を
支
払
い
、
そ
の
後
助
成
金

が
支
給
さ
れ
る
。

　
　

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

利
用
者
負
担
額
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

　

利
用
者
負
担
額
の
軽
減

内
容
を
問
う
。

　

　

年
収
３
６
０
万
円
相
当

の
世
帯
に
つ
い
て
、
利
用
負
担

額
を
１
万
４
１
０
０
円
か
ら
１

万
１
０
０
円
に
減
額
す
る
。

　　

■
東
山
梨
環
境
衛
生
組
合
の

解
散
に
伴
う
財
産
処
分

　

　

峡
東
３
市
に
お
け
る
財

産
処
分
の
案
分
を
問
う
。

　

　

過
去
５
年
間
に
搬
入
し

た
ご
み
の
量
で
案
分
し
て
お
り
、

山
梨
市
と
笛
吹
市
が
28
％
ず
つ

で
、
甲
州
市
が
44
％
で
あ
る
。

出産祝金支給申請は、十分な定住意思の確
認が求められる

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎

瀬
明
弘　

○
飯
島
孝
也

　

丸
山
国
一　
　

飯
島
武
志

　

廣
瀬
一
郎　
　

小
林
真
理
子

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
を
３

月
９
日
、12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
を
要
約
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。

　

■
下
水
道
使
用
料
条
例
及
び

浄
化
槽
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

　

平
成
26
年
度
に
下
水
道

審
議
会
か
ら
、
将
来
的
に
１
立

方
㍍
あ
た
り
１
５
７
円
を
目
指

し
て
、
３
年
ご
と
に
使
用
料
の

引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
と
の
答

申
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
３

年
後
も
答
申
に
従
っ
て
使
用
料

の
引
き
上
げ
を
行
う
の
か
。

　

　

下
水
道
へ
の
加
入
率
や

事
業
経
費
な
ど
、
３
年
後
の
経

営
状
況
を
十
分
に
検
証
し
な
が

ら
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

　

郵
送
に
よ
る
通
知
や
広

報
へ
の
折
り
込
み
な
ど
、
使
用

料
引
き
上
げ
に
つ
い
て
の
周
知

に
係
る
経
費
を
問
う
。

　

　

郵
送
に
よ
る
通
知
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
周
知
を
行
う
た
め

に
、
約
40
万
円
を
予
算
計
上
し

て
い
る
。

　

　

４
月
か
ら
上
下
水
道
課

が
下
水
道
事
業
を
担
当
す
る

が
、
体
制
は
万
全
な
の
か
。

　

　

現
在
、
都
市
整
備
課
に

あ
る
下
水
道
担
当
が
そ
の
ま
ま

上
下
水
道
課
に
移
る
た
め
、
上

下
水
道
が
一
体
と
な
っ
て
事
業

が
進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　

　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対

策
事
業
費
が
５
０
０
万
円
減
額

さ
れ
た
理
由
を
問
う
。

　

　

交
付
金
申
請
額
に
対
し

て
決
定
額
が
５
０
０
万
円
下

回
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

　

農
業
用
施
設
災
害
復
旧

費
の
内
容
を
問
う
。

　

　

道
路
脇
が
崩
落
し
た
農

道
菱
山
49
号
線
の
災
害
復
旧
工

事
に
係
る
費
用
で
、
延
長
10
・

５
㍍
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
工
事
を

実
施
す
る
。

　

　

林
業
施
設
災
害
復
旧
費

の
内
容
を
問
う
。

　

　

の
り
面
が
崩
落
し
た
林

道
源
次
郎
線
の
災
害
復
旧
工
事

に
係
る
費
用
で
、
延
長
19
㍍
、

幅
員
４
㍍
の
客
土
吹
付
工
事
を

実
施
す
る
。

下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ

　
　
　
　

３
年
後
は
経
営
状
況
を
検
証
し
判
断

建設経済

下水道マンホール設置工事の様子

建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
日
向　

正　

○
岡
部
紀
久
雄

　

中
村
勝
彦　
　

瀬
重
治

　

高
畑
一
幸　
　

青
柳
好
文
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春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
勝
沼
ぶ

ど
う
郷
駅
に
桜
を
見
に
行
く
と
、
一

組
の
親
子
に
出
会
い
ま
し
た
。
生
後

６
カ
月
の
女
の
子
は
生
ま
れ
て
初
め

て
見
る
桜
に
興
味
津
々
。
お
父
さ
ん

の
腕
に
抱
か
れ
、
き
れ
い
に
咲
い
た

桜
の
花
び
ら
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。
来
年
は
ど
ん
な
桜
に
出
会

え
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

表
紙
の
写
真

○午前10時開会です。（日程変更はホームページ等でご確認ください）
○市議会はどなたでも傍聴できますので、ぜひ議会議場（市役所本庁舎 3階）へ

お越しください。

　甲州市ホームページのトップ画面上の「甲州
市議会」をクリックし、続いて「議会広報」を
クリックしてください。

甲州市ホームページで
議会広報のバックナンバーが読めます。

議会広報バック
ナンバー

■
甲
州
市
が
誕
生
し
て
以
来
、

議
会
広
報
を
発
行
し
て
き
ま
し

た
が
、
節
目
と
な
る
50
号
を
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
声
を
直

接
聞
き
、
議
会
広
報
に
反
映
し

よ
う
と
、
常
任
委
員
会
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
「
市
民
と
議

会
と
の
対
話
」
と
し
て
特
集
を

組
む
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
き
ま
し
た
。

■
編
集
委
員
会
は
市
民
に
身
近

で
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
が

持
て
、
読
み
や
す
い
議
会
広
報

を
作
る
た
め
、
持
て
る
力
を
出

し
切
っ
て
編
集
に
あ
た
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ど
の
程
度
読
ま
れ

て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、
具

体
的
に
つ
か
も
う
と
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
声
を
生
か
し
ま
す
。

■
「
ほ
っ
と
す
る
」
と
好
評

だ
っ
た
４
コ
マ
漫
画
の
作
者
、

三
森
清
さ
ん
は
創
刊
時
か
ら
50

号
ま
で
休
む
こ
と
な
く
担
当
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
お
疲
れ

様
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
川
）

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
議
長　
　

夏
八
木
盛
男

編
集
委
員
長　
　

岡
部
紀
久
雄

副
委
員
長　
　
　

川
口　

信
子

委　

員　
　
　
　

瀬　

明
弘

委　

員　
　
　
　

高
畑　

一
幸

委　

員　
　
　
　

青
柳　

好
文

委　

員　
　
　
　

廣
瀬　

一
郎

委　

員　
　
　
　

髙
野　

浩
一

委　

員　
　
　
　

小
林
真
理
子

委　

員　
　
　
　

平
塚　
　

悟

こ
ち
ら
編
集
室

次号から三森清さんに
代 わり、ペンネーム：
のえるさんが漫画を担
当してくれます。勝 沼
町在住で、趣味のケー
キ作りは見事な腕前で
す。次号をお楽しみに！

４コマ漫画
新しい作者の
紹介

日 月 火 水 木 金 土
6/3 4 5 6 7 8 9

本会議
（開会）

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

17 18 19 20 21 22 23

予備日 常任委員会
（教育民生）

常任委員会
（建設経済）

常任委員会
（総務）

24 25 26 27 28 29 30

本会議
（閉会）

50「最終かい？」


